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郷
土
史
研
究
の
動
向

ー
昭
和
六
十
二
年

i

福
井
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室

一
県
史
・
市
町
村
史
・
地
区
誌

県
史
で
は
守
資
料
編
一
古
代
』
と
守
資
料
編
六
中

近
世
四
』
が
出
版
さ
れ
た
。
古
代
は
文
治
元
年
二

一
八
五
)
ま
で
の
関
係
史
料
を
東
大
寺
領
荘
園
関
係

文
書
な
ど
十
一
の
項
目
に
わ
け
て
収
載
し
て
い
る
。

中
近
世
四
は
武
生
市
と
今
立
・
南
条
前
郡
の
中
・
近
世

史
料
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
九
三
家
・
約
九
五

O

点
の
文
書
を
精
選
し
収
録
し
て
い
る
。
『
福
井
県
史

研
究
五
』
も
刊
行
さ
れ
た
。

市
史
で
は
『
武
生
市
史
資
料
編
社
寺
の
由
緒
』
、

『
大
野
市
史
七
図
録
文
化
財
編
』
、
守
小
浜
市
史
諸

家
文
書
編
四
』
が
出
版
さ
れ
た
。
武
生
市
史
は
近
代

に
お
け
る
管
内
社
寺
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
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神
社
で
は
「
神
社
明
細
帳
」
(
明
治
十
二
)
、
寺
院
で
は

寸
寺
院
規
則
認
証
申
請
書
」
(
昭
和
十
七
)
を
基
本
史

料
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
大
野
市
史
は
絵
画
・
彫
刻

な
ど
一
二
項
目
に
わ
け
て
一
九
五
点
の
文
化
財
を
収

録
し
て
い
る
。
小
浜
市
史
は
諸
家
文
書
編
の
最
終
巻

で
、
国
富
な
ど
八
地
区
の
七
一
家
・
七
二
六
点
の
史

料
を
収
め
て
い
る
。
な
お
、
小
浜
市
で
は
『
小
浜
市

史
紀
要
六
』
を
刊
行
し
た
。

町
村
史
で
は
、
「
永
平
寺
町
史
史
料
編
』
と
『

宮
崎
村
誌
別
巻
』
が
出
版
さ
れ
た
。
永
平
寺
町
史
は

中
近
世
文
書
三
五
三
点
を
収
録
し
、
そ
の
う
ち
に
は

町
外
文
書
七
三
点
も
含
ま
れ
て
い
る
。
宮
崎
村
誌
は

全
四
冊
の
最
終
巻
で
、
民
俗
・
文
化
財
・
史
料
な
ど

七
項
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

地
区
誌
で
は
、
昭
和
三
十
八
年
の
豪
雪
を
機
に
廃

村
と
な
っ
た
勝
山
市
北
谷
町
中
野
俣
の
記
録
『
ふ
る

中
野
俣
』
が
有
志
の
努
力
で
出
版
さ
れ
た
。

さ
と
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ニ
原
始
・
古
代

考
古
学
の
調
査
報
告
書
と
し
て
『
福
井
県
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
一
二
莱
山
崎
遺
跡
』
・
『
鳥
浜
貝
塚

一
九
八
七
』
(
県
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
)
・
『
烏

浜
貝
塚
一
九
八
五
年
度
調
査
概
報
』
(
県
若
狭
歴
民

郷
土
史
研
究
の
動
向
昭
和
六
十
二
年
|

)
・
『
岩
の
鼻
遺
跡
一
九
八
五
年
度
調
査
概
報
L

(

県
若
狭
歴
民
)
・
『
岩
の
鼻
遺
跡
二
一
九
八
六
年

度
調
査
概
報
』
・
『
武
生
市
埋
文
調
査
報
告
三
愛
宕

山
遺
跡
群
一
L

・
守
武
生
市
埋
文
報
告
四
王
子
保
窯

跡
群
第
一
次
調
査
概
要
報
告
』
・
『
武
生
市
埋
文
報

告
五
小
丸
城
跡
』
・
守
武
生
市
埋
文
調
査
報
告
六
新

町
遺
跡
第
一
次
調
査
概
要
報
告
』
・
『
鯖
江
市
埋
文

調
査
報
告
西
山
古
墳
群
』
・
守
上
中
町
文
化
財
調
査

報
告
五
三
生
野
遺
跡
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
鳥
浜
貝

塚
の
一
九
八
七
年
版
は
、
副
題
に
「
一
九
八

O

一

九
八
五
年
度
調
査
の
ま
と
め
」
と
あ
り
、
縄
文
期
の

低
湿
地
遺
跡
と
し
て
全
国
的
に
も
著
名
な
当
遺
跡
の

最
終
報
告
書
と
な
っ
て
い
る
。

論
文
で
は
、
「
福
井
県
史
研
究
五
』
に
白
崎
昭
一

郎
「
道
守
・
糞
置
両
庄
の
形
成
過
程
と
足
羽
郡
条
里

」
守
小
浜
市
史
紀
要
六
』
に
三
国
正
二
「
小
浜
八

幡
宮
の
草
創
と
遷
把
を
め
ぐ
っ
て
」
、
『
福
井
の
文

化
財
を
考
、
え
る
会
々
報
三
二
』
に
戸
田
芳
実
「
北
陸

の
古
道
」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
『
福
井
考
古
学
会

誌
五
』
で
は
斎
藤
優
先
生
喜
寿
記
念
号
と
し
て
巻
頭

に
同
氏
の
昭
和
十
二
年
の
労
作
「
若
越
条
里
の
研
究

」
を
掲
げ
、
そ
の
他
で
は
白
崎
昭
一
郎
コ
ニ
角
縁
神

獣
鏡
の
考
察
」
・
白
崎
卓
「
福
井
県
に
お
け
る
舟
型

石
棺
の
変
遷
に
つ
い
て
L

・
青
木
豊
昭
「
経
ヶ
塚
古

墳
と
朝
日
山
古
墳
に
つ
い
て
」
・
古
川
登
「
若
狭
城

山
古
墳
の
再
検
討
」
・
久
保
智
康
「
越
前
南
部
の
古

代
寺
院
と
生
産
遺
跡
の
動
向
に
つ
い
て
」
・
山
本
昭

治
「
越
前
に
お
け
る
板
碑
の
一
例
L

・
田
中
照
久
寸

玄
達
瀬
か
ら
発
見
さ
れ
た
越
前
焼
」
の
諸
論
文
を
収

録
し
て
い
る
。

三

中

近

世

中
世
関
係
で
は
『
特
別
史
跡
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

一
八
昭
和
六
一
年
度
発
掘
調
査
概
要
L
(

県
朝
倉
氏

遺
跡
資
料
館
)
・
『
堀
江
氏
館
跡
の
考
察
』
(
本
荘

郷
土
史
研
究
会
・
芦
原
町
本
荘
公
民
館
刊
)
・
『
福

井
県
の
中
近
世
城
館
跡
』
(
県
教
委
)
が
刊
行
さ
れ

た
。
中
近
世
の
城
館
跡
調
査
は
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館

が
昭
和
五
二
了
五
阻
両
年
度
に
実
施
し
た
も
の
で
、

調
査
を
担
当
し
た
水
野
和
雄
は

J
筒
井
の
文
化
一
一

ι

に
「
福
井
県
の
中
近
世
城
館
跡
」
と
し
て
そ
の
概

要
を
寄
稿
し
て
い
る
。

近
世
で
は
福
井
市
郷
土
歴
史
博
物
館
史
料
叢
書
五

の
守
中
根
雪
江
筆
橋
本
左
内
事
迩
』
、
松
岡
町
教
委

よ
り
越
前
の
代
表
的
鋳
物
産
地
で
あ
る
芝
原
鋳
物
師

の
調
査
報
告
書
『
松
岡
の
鋳
物
一
L

、
県
若
狭
歴
史
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民
俗
資
料
館
の
『
日
引
遺
跡
』
、
福
井
藩
の
別
邸
で
八
二
二
・
山
下
英
一
「
グ
リ
フ
ィ
ス
と
白
山
」
(
一

あ
る
江
戸
中
期
の
代
表
的
名
園
の
「
御
泉
水
第
の
建
八
四
)
・
竜
渓
信
行
寸
グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
る
白
山
の

築
的
研
究
』
(
福
井
建
築
史
研
究
会
)
が
出
版
さ
れ
た
。
高
度
測
定
に
つ
い
て
」
(
一
八
四
)
・
山
本
昭
治
「

論
文
で
は
、
『
県
史
研
究
五
L

に
網
野
善
彦
「
中
春
江
町
井
向
白
山
神
社
の
板
碑
」
(
一
八
一
ご
・
同

世
の
海
村
若
狭
の
浦
々
」
・
斎
藤
嘉
造
「
越
前
府
中
「
麻
生
津
付
近
の
石
造
遺
物
」
(
一
八
六
)
が
あ
り
、

領
主
本
多
富
正
と
そ
の
差
出
し
文
書
に
つ
い
て
」
・
『
(
高
志
高
校
)
研
究
集
録
一
五
』
に
は
矢
尾
毅
一

岡
田
孝
雄
「
古
絵
図
が
語
る
若
狭
の
浦
々
」
が
収
載
「
古
越
前
試
論
j
戦
国
時
代
か
ら
近
世
初
頭
に
お
け

さ
れ
て
い
る
。
『
敦
賀
論
叢
ニ
』
(
敦
賀
女
子
短
大
)
る
窯
祉
分
布
し
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

に
は
荻
原
勝
「
小
瀬
甫
庵
『
太
閤
記
』
を
中
心
と
す

る
大
谷
吉
継
の
軌
跡
L

、
遠
藤
恵
美
子
「
酒
井
氏
の

小
浜
封
入
と
幕
府
の
若
越
支
配
L

が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
『
県
立
博
物
館
紀
要
二
』
に
は
村
野
隆
男
「
越

前
康
継
の
分
立
に
つ
い
て
」
、
『
小
浜
市
史
紀
要
六
』

に
は
春
田
直
紀
「
中
世
後
半
に
お
け
る
生
鮮
海

産
物
の
供
給

1
若
狭
国
御
賀
尾
浦
の
美
物
を
中
心

に
」
・
中
島
葉
子
「
敦
賀
!
琵
琶
湖
間
運
河
開
削
計

画
j

安
政
年
聞
の
計
画
を
中
心
に
し
・
堀
口
越

代
「
若
狭
に
お
け
る
茶
の
一
考
察
L

・
垣
東
初
音
「

小
浜
藩
に
お
け
る
天
保
一
撲
の
研
究
」
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
『
若
越
郷
土
研
究
一
八
二

l
一
八
七
』
に

は
春
松
進
一
「
越
前
を
通
過
し
た
巡
見
使
の
姓
名
と

回
数
L

(

一
八
一
ご
・
坂
田
玉
子
「
内
山
隆
佐
日
記

1
安
政
三
年
の
北
海
道
道
南
地
方
探
険
調
査
」
(
一

四

近

現

代

守
半
世
紀
の
あ
ゆ
み

l
保
健
所
法
施
行
五

O
周
年

記
念
誌
L

(

福
井
県
)
・
『
福
井
県
警
察
史
一
』

『
市
制
施
行
五

O
周
年
記
念
写
真
集
・
ふ
る
さ
と
敦

賀
の
回
想
』
(
敦
賀
市
)
・
『
写
真
で
語
る
ま
つ
お

か
』
(
松
岡
町
教
委
)
・
『
福
井
県
農
業
共
済
史
全

二
巻
(
本
編
・
資
料
編
)

L

(

県
農
業
共
済
組
合
連

合
会
)
・
『
西
藤
小
学
校
百
年
誌
』
・
三
秋
野
小
学

校
百
年
誌
』
・
「
福
井
人
絹
会
館
五
十
年
史
L

(

福

井
人
絹
倶
楽
部
)
・
『
お
い
し
い
水
は
宝
も
の
』
(

大
野
の
水
を
考
え
る
会
編
・
築
地
書
館
)
・
守
国
鉄

敦
賀
1
J
R
旅
立
ち
ま
で
の
一

O
五
年
L

・一一一上一

夫
「
明
治
初
年
真
宗
門
徒
大
決
起
の
研
究
1
越
前
護

法
一
按
分
析
』
(
思
文
閣
)
・
土
田
誠
『
福
井
県
会

騒
動
記
j
戦
後
の
裏
面
史
』
(
福
井
新
聞
社
)

元
警
察
官
谷
内
嘉
造
か
ら
の
聞
き
書
き
』
(
谷
内
嘉

雄
・
谷
内
文
雄
)
な
ど
が
出
版
さ
れ
た
。
警
察
史
は

全
二
巻
の
初
巻
で
大
正
末
ま
で
を
対
象
と
し
、
農
業

共
済
史
は
昭
和
二
十
二
年
に
施
行
さ
れ
た
農
業
災
害

補
償
法
の
四

O
周
年
を
」
記
念
す
る
四
十
年
間
の
歩
み

で
、
人
絹
会
館
史
は
昭
和
五
十
年
の
人
絹
取
引
所
廃

止
を
機
に
取
り
鼓
さ
れ
た
同
館
の
沿
革
と
関
係
者
の

回
想
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
『
お
い
し
い
水
は

し

よ

う

す

宝
も
の
』
は
地
下
水
(
お
清
水
)
を
守
る
た
め
の
大

野
市
の
主
婦
を
中
心
と
し
た
十
余
年
に
お
よ
ぶ
市
民

運
動
の
活
動
記
録
と
し
て
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

論
文
で
は
、
『
県
史
研
究
五
』
に
斎
藤
健
次
郎
「

福
井
県
下
有
力
地
方
銀
行
の
成
立
過
程
i
織
物
金
融

を
中
心
と
し
て
」
、
『
県
立
博
物
館
紀
要
二
』
に
山

形
裕
之
「
明
治
期
に
お
け
る
小
浜
入
津
の
諸
国
廻
船

に
つ
い
て
」
、
『
福
井
工
大
研
究
紀
要
一
七
』
に
三

上
一
夫
「
戦
時
下
の
産
業
組
合
活
動
の
質
的
転
換
に

つ
い
て
j
福
井
県
丹
生
郡
旧
越
廼
・
下
岬
両
村
の
事

例
を
中
心
に
」
、
『
(
高
志
高
)
研
究
集
録
一
五
』

に
橘
弥
代
治
「
福
井
県
に
お
け
る
行
政
区
域
の
変
遷

L

、
『
道
守
論
叢
一

O
』
に
西
村
義
宣
寸
工
業
開
発

に
伴
う
ら
っ
き
ょ
う
生
産
地
の
変
容
1
福
井
県
三
里
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浜
地
域
を
例
と
し
て
」
な
ど
が
あ
っ
た
。
『
福
井
の

科
学
者
四
七
』
に
は
隼
回
嘉
彦
「
十
五
年
戦
争
と
福

井
空
襲
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

31 

五
そ
の
他
の
文
献

『
鯖
江
八
ヶ
用
水
沿
革
史
』
(
鯖
江
市
八
ケ
土
地

改
良
区
)
・
守
ザ
・
ヤ
ト
イ
l
お
雇
い
外
国
人
の
総

合
的
研
究
』
(
同
書
一
編
集
委
員
会
・
思
文
閤
刊
)

『
若
狭
か
み
な
か
の
文
化
財
』
(
上
中
町
教
委
)

『
豊
原
寺
跡
』
(
丸
岡
町
教
委
)
・
『
大
味
氷
川
神

社
誌
』
(
国
京
茂
助
著
・
刊
)
・
『
池
の
水
は
掴
れ

ま
せ
ん
か
』
(
柴
田
源
三
郎
著
・
刊
)
が
出
版
さ
れ
た
。

八
ヶ
用
水
沿
革
史
は
三
百
年
に
わ
た
り
鯖
江
台
地
の

水
田
五

O
O
余
町
を
濯
概
し
た
用
水
に
つ
い
て
基
本

史
料
に
も
と
づ
き
ま
と
め
た
労
作
で
、
ザ
・
ヤ
ト
イ

は
昭
和
六
十
年
十
月
に
福
井
市
で
開
催
さ
れ
た
第
二

回
「
ザ
・
ヤ
ト
イ
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
福
井
大
会

の
研
究
成
果
の
す
べ
て
を
公
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
研
究
発
表
の
一
つ
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
化
学
講

義
ノ
ー
ト
」
の
本
文
と
注
解
は
、
日
下
部
・
グ
リ
フ

イ
ス
学
術
・
文
化
交
流
基
金
か
ら
別
に
刊
行
さ
れ
た

こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。
『
池
の
水
は
掴
れ
ま
せ
ん

か
』
は
、
敦
賀
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
で
国
の

郷
土
史
研
究
の
動
向
昭
和
六
十
二
年
!

指
定
名
勝
「
柴
田
氏
庭
園
」
の
所
有
者
で
も
あ
る
著

者
が
、
文
化
財
保
護
に
関
す
る
自
ら
の
活
動
記
録
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

論
文
で
は
、
『
え
ち
ぜ
ん
わ
か
き
八
』
が
越
前
・

若
狭
の
祭
を
特
集
し
、
斎
藤
槻
堂
「
太
田
新
保
の
七

夕
」
・
佐
野
光
臣
「
池
河
内
の
御
神
事
太
鼓
踊
」

小
林
一
夫
「
若
狭
新
庄
の
八
朔
」
を
収
め
、
『
敦
賀

市
歴
史
民
俗
資
料
館
紀
要
二
』
に
は
、
愛
宕
速
雄
「

気
比
大
神
と
古
代
習
俗
|
産
小
屋
習
俗
等
と
祭
神
神

事
に
関
す
る
一
考
察
」
・
塩
津
三
治
「
敦
賀
半
島
西

浦
地
区
の
産
育
習
俗
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
奥

越
史
料
二
ハ
』
は
観
光
資
源
と
し
て
の
歴
史
的
遺
産

に
着
目
し
、
岩
崎
正
「
大
野
盆
地
を
巡
る
山
麓
・
丘

陵
地
帯
の
遺
跡
を
見
直
す
L

・
坂
田
玉
子
「
城
下
町

大
野
の
道
路
と
町
角
の
屋
号
」
・
岩
井
孝
樹
寸
奥
越

の
山
岳
信
仰
遺
跡
と
遺
品
序
説
」
等
を
収
録
し
て
い
る
。

『
若
越
郷
土
研
究
一
八
二
一
八
七
』
に
は
小
林
一

男
「
入
会
林
野
管
見
」
(
一
八
一
一
)
・
小
畑
昭
八
郎

「
酒
井
家
文
庫
目
録
編
集
あ
れ
こ
れ
L

(

一
八
五
・

一
八
六
)
・
橋
川
禿
「
旧
足
羽
郡
酒
生
村
篠
尾
の
今

昔
」
(
一
八
五
)
・
斎
藤
奥
次
兵
衛
「
田
島
村
の
あ

ゆ
み
」
(
一
八
六
・
一
八
七
)
が
あ
る
。
守
朝
倉
氏

遺
跡
資
料
館
紀
要
一
九
八
六
』
に
は
森
沢
佐
歳
・
松

田
健
史
「
一
一
来
久
口
朝
倉
氏
遺
跡
出
土
人
骨
に
つ
い
て

」
、
南
洋
一
郎
「
漆
椀
・
皿
に
関
す
る
二
、
二
一
の
問

題
j

一
乗
谷
出
土
の
漆
製
品
の
観
察
結
果
か
ら
」
が

収
め
ら
れ
、
『
県
立
短
大
紀
要
一
二
』
に
は
草
野
正
裕

「
移
行
期
に
お
け
る
米
価
変
動
と
地
域
差
j
勝
山
と

大
阪
一
七
八
一
一
九
一
五
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

六
歴
史
研
究
施
設
の
動
向

県
立
博
物
館
で
は
春
季
特
別
展
に
「
曳
山
」
展
、

秋
季
特
別
展
と
し
て
「
山
々
へ
の
祈
り
j
越
前
五
山

の
神
と
仏
」
展
を
開
催
し
た
。
県
若
狭
歴
史
民
俗
資

料
館
で
は
開
館
五
周
年
を
記
念
し
秋
季
特
別
展
と
し

て
寸
若
狭
の
秘
仏
L

展
を
お
こ
な
っ
た
。

福
井
市
郷
土
歴
史
博
物
館
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き

「
足
羽
山
の
今
昔
L

展
を
催
し
て
い
る
。
町
立
の
資

料
館
で
は
三
方
町
の
寸
湖
の
漁
具
L

展
と
三
国
町
の

「
三
国
焼
」
展
が
開
催
さ
れ
た
。
寸
湖
の
漁
具
」
展

は
三
方
五
湖
周
辺
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
漁
労
呉
や

関
係
古
文
書
、
伝
統
漁
法
の
紹
介
資
料
を
展
示
し
て

お
り
、
「
三
国
焼
」
展
は
大
正
期
に
廃
窯
と
な
っ
た

三
国
焼
を
三
国
湊
の
盛
衰
を
背
景
に
紹
介
し
て
い
る
。

上
記
の
特
別
展
で
は
い
ず
れ
も
図
録
を
出
版
し
て
い

る
が
、
福
井
市
郷
土
歴
史
館
が
刊
行
し
た
史
料
解
説
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は
昭
和
六
十
一
年
度
開
催
分
で
あ
る
。

な
お
、
「
山
々
へ
の
祈
り
」
展
に
関
連
し
『
福
井

の
文
化
一
一
L

で
は
長
坂
一
郎
「
白
山
信
仰
の
歴
史

」
、
本
川
幹
男
「
越
前
白
山
信
仰
」
を
掲
載
し
て
い

守合。
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若
越
郷
土
研
究

十
三
巻
二
号

道
守
論
叢
一

O
(
道
守
高
校

資
料
館
年
報
一
九
八
七

O
若
狭
歴
史
民
俗

。

七

郷

土

雑

誌

郷
土
研
究
に
か
か
わ
る
誌
名
と
号
数
の
み
を
参
考

ま
で
に
紹
介
し
た
い
。

O
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
紀
要
一
九
八
六

O
、
え
ち
ぜ

ん
わ
か
さ
八
(
福
井
民
俗
の
会
)

O

奥
越
史
料
一

六
(
大
野
市
教
委
)

O

小
浜
市
紀
要
六

O
研
究

紀
要
一
二
(
県
立
短
大
)

O

研
究
紀
要
一
七
(
福

井
工
大
)

O

研
究
集
録
一
五
(
高
志
高
校
)

O

若
越
六
三

O
若
越
郷
土
研
究
一
八
二

i
一
八
七

O
敦
賀
市
歴
史
民
俗
資
料
館
紀
要
二

O
敦
賀
論
叢

二
(
敦
賀
女
子
短
大
)

O

武
生
市
史
編
さ
ん
だ
よ

り
一
六

O
福
井
県
史
研
究
五

O
福
井
県
立
博
物

館
紀
要
二

O
福
井
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報

六
0
年
度

O
福
井
考
古
学
会
誌
五

O
福
井
考
古

学
会
会
報
一
七

O
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
々

報
一
二

O
福
井
の
科
学
者
四
七

O
福
井
の
文
化

一
0
・
一
一

O
ふ
く
い
無
形
民
俗
文
化
財
九
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